
 

               

 

 

令和６年能登半島地震災害に対する寄附について 
 

 令和６年１月１日に発生した能登半島地震災害の被害について、台北市在住の猫を

テーマとした作家、写真家で知られる簡佩玲
チェンペイリン

氏から和歌山市議会議長を通じて、地震

で被災した方へ寄附金の申出があり、市長へ手渡されました。 

 

１．日 時 令和６年１月１８日（木） １４時３０分 

 

２．場 所 市役所本庁舎４階 市長室 

 

３．来訪者 和歌山市議会議長 戸田 正人 

      和歌山市議会議員 井上 直樹 

 

４．寄附金の取扱いについて 

  寄附金は、日本赤十字社和歌山県支部を通じ被災地に配分されます。 

担 当 課 高齢者・地域福祉課 

担 当 者   小南・松本 

電    話 （073）435－1063 

内  線  5268 

資 料 提 供 

令和６年１月１９日 

※こちらに掲載した写真データを提供できます 
 

簡佩玲
チェンペイリン

さんについて…台湾桃園県出身の作家、写真家で猫をテーマとした写真

で知られ、インターネット上では、「猫夫人」、「猫博士夫人」と称され、野良猫に

関する環境整備や、医療、避妊・去勢の問題に取り組むボランティアを募るなど、

野良猫の保護活動に熱心に取り組まれています。 


